
　

＊
四
境
祭
の
地

＊
四
境
祭
の
地　

円
覚
寺

　

円
覚
寺

の
あ
る
丘
の
北
に
八
雲
神
社

の
あ
る
丘
の
北
に
八
雲
神
社

が
あ
り
ま
す
。
室
町
時
代
、

が
あ
り
ま
す
。
室
町
時
代
、

関
東
管
領
の
上
杉
氏
が
創
建

関
東
管
領
の
上
杉
氏
が
創
建

し
た
社
で
す
が
、
神
社
に
な

し
た
社
で
す
が
、
神
社
に
な

る
前
か
ら
祈
り
や
お
祓
い
を

る
前
か
ら
祈
り
や
お
祓
い
を

す
る
特
別
な
場
所
で
し
た
。

す
る
特
別
な
場
所
で
し
た
。

町
に
疫
病
が
流
行
っ
た
り
す

町
に
疫
病
が
流
行
っ
た
り
す

る
と
、
鎌
倉
幕
府
は
、
陰
陽

る
と
、
鎌
倉
幕
府
は
、
陰
陽

師
に
病
魔
退
散
の
四
角
四
境

師
に
病
魔
退
散
の
四
角
四
境

祭
を
行
う
よ
う
命
じ
ま
し

祭
を
行
う
よ
う
命
じ
ま
し

た
。
四
角
は
幕
府
の
東
西
南

た
。
四
角
は
幕
府
の
東
西
南

北
の
四
隅
で
、
四
境
は
町
は

北
の
四
隅
で
、
四
境
は
町
は

ず
れ
の
地
で
す
。
多
く
の
場

ず
れ
の
地
で
す
。
多
く
の
場

合
、
東
は
六
浦
、
南
は
小

合
、
東
は
六
浦
、
南
は
小

坪
、
西
は
稲
村
ヶ
崎
、
北
は

坪
、
西
は
稲
村
ヶ
崎
、
北
は

山
内
で
、
こ
こ
に
祭
檀
を
設

山
内
で
、
こ
こ
に
祭
檀
を
設

け
て
儀
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

け
て
儀
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
山
内
は
八
雲
神
社
の
地

た
。
山
内
は
八
雲
神
社
の
地

で
す
。

で
す
。

　

＊
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
条

＊
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
条

件　

神
社
へ
は
駅
の
下
り
ホ

　

神
社
へ
は
駅
の
下
り
ホ

ー
ム
の
裏
か
ら
上
る
参
道
が

ー
ム
の
裏
か
ら
上
る
参
道
が

あ
り
ま
す
が
、
長
く
て
急
な

あ
り
ま
す
が
、
長
く
て
急
な

石
段
で
す
。
円
覚
寺
や
洞
門

石
段
で
す
。
円
覚
寺
や
洞
門

山
ト
ン
ネ
ル
か
ら
行
く
こ
と

山
ト
ン
ネ
ル
か
ら
行
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
境
内
に

を
お
勧
め
し
ま
す
。
境
内
に

立
つ
と
北
鎌
倉
の
町
の
風
景

立
つ
と
北
鎌
倉
の
町
の
風
景

が
広
が
り
、
疲
れ
を
忘
れ
さ

が
広
が
り
、
疲
れ
を
忘
れ
さ

せ
ま
す
。
目
の
下
に
は
駅
の

せ
ま
す
。
目
の
下
に
は
駅
の

ホ
ー
ム
が
横
た
わ
り
、
そ
の

ホ
ー
ム
が
横
た
わ
り
、
そ
の

向
こ
う
に
台
山
の
緑
に
抱
か

向
こ
う
に
台
山
の
緑
に
抱
か

れ
た
家
並
み
が
上
品
な
風
景

れ
た
家
並
み
が
上
品
な
風
景

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク

セ
ン
ト
は
中
心
に
北
鎌
倉
女

セ
ン
ト
は
中
心
に
北
鎌
倉
女

子
学
園
の
校
舎
、
左
に
は
ふ

子
学
園
の
校
舎
、
左
に
は
ふ

っ
く
ら
し
た
東
慶
寺
の
宝
蔵

っ
く
ら
し
た
東
慶
寺
の
宝
蔵

の
瓦
屋
根
、
右
手
に
は
光
照

の
瓦
屋
根
、
右
手
に
は
光
照

寺
の
青
い
屋
根
が
そ
そ
り
立

寺
の
青
い
屋
根
が
そ
そ
り
立

っ
て
い
ま
す
。
冬
晴
れ
の
日

っ
て
い
ま
す
。
冬
晴
れ
の
日

な
ら
遠
く
雪
の
富
士
山
が
望

な
ら
遠
く
雪
の
富
士
山
が
望

め
ま
す
。
地
霊
や
パ
ワ
ー
の

め
ま
す
。
地
霊
や
パ
ワ
ー
の

潜
む
場
所
に
は
共
通
点
が
あ

潜
む
場
所
に
は
共
通
点
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
心
に

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
心
に

届
く
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば

届
く
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば

森
が
豊
か
で
あ
る
。
巨
木
が

森
が
豊
か
で
あ
る
。
巨
木
が

ど
ん
と
鎮
座
し
て
い
る
。
歳

ど
ん
と
鎮
座
し
て
い
る
。
歳

月
を
経
た
社
殿
が
悠
久
の
歴

月
を
経
た
社
殿
が
悠
久
の
歴

史
を
醸
し
て
い
る
。
社
殿
が

史
を
醸
し
て
い
る
。
社
殿
が

新
し
く
て
も
地
元
の
人
に
大

新
し
く
て
も
地
元
の
人
に
大

切
に
さ
れ
て
い
る
様
子
が
見

切
に
さ
れ
て
い
る
様
子
が
見

え
る
。
掃
除
が
行
き
届
い
て

え
る
。
掃
除
が
行
き
届
い
て

清
ら
か
で
あ
る
。
八
雲
神
社

清
ら
か
で
あ
る
。
八
雲
神
社

の
よ
う
に
い
い
景
色
の
中
に

の
よ
う
に
い
い
景
色
の
中
に

あ
る
こ
と
も
パ
ワ
ー
の
地
の

あ
る
こ
と
も
パ
ワ
ー
の
地
の

条
件
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま

条
件
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま

す
。
蛇
足
で
す
が
、
負
の
パ

す
。
蛇
足
で
す
が
、
負
の
パ

ワ
ー
は
こ
の
逆
の
場
に
潜
ん

ワ
ー
は
こ
の
逆
の
場
に
潜
ん

で
い
る
…
。

で
い
る
…
。

　

＊
都
市
の
守
り
神

＊
都
市
の
守
り
神　

八
雲

　

八
雲

神
社
の
祭
神
は
、
疫
病
退
散

神
社
の
祭
神
は
、
疫
病
退
散

に
威
力
を
発
揮
す
る
と
い
う

に
威
力
を
発
揮
す
る
と
い
う

素
蓋
鳴
尊
で
す
。
大
都
市
京

素
蓋
鳴
尊
で
す
。
大
都
市
京

都
を
守
る
祇
園
神
社
の
神
で

都
を
守
る
祇
園
神
社
の
神
で

す
。
山
ノ
内
は
建
長
寺
、
円

す
。
山
ノ
内
は
建
長
寺
、
円

覚
寺
な
ど
禅
寺
が
並
ぶ
寺
町

覚
寺
な
ど
禅
寺
が
並
ぶ
寺
町

で
す
が
、
足
利
公
方
の
時
代

で
す
が
、
足
利
公
方
の
時
代

に
な
る
と
、
馬
の
市
な
ど
も

に
な
る
と
、
馬
の
市
な
ど
も

開
か
れ
庶
民
が
暮
ら
す
町
に

開
か
れ
庶
民
が
暮
ら
す
町
に

も
な
り
、
さ
ら
に
繁
栄
し
ま

も
な
り
、
さ
ら
に
繁
栄
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
都
市
を
守
る

し
た
。
そ
れ
で
都
市
を
守
る

神
社
が
必
要
に
な
っ
た
の
で

神
社
が
必
要
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。 

境
内
に
入
る
と
、

境
内
に
入
る
と
、

石
造
の
鳥
居
が
立
ち
、
奥
に

石
造
の
鳥
居
が
立
ち
、
奥
に

彫
り
物
の
豊
か
な
社
殿
が
見

彫
り
物
の
豊
か
な
社
殿
が
見

え
ま
す
。
左
右
に
石
灯
籠
と

え
ま
す
。
左
右
に
石
灯
籠
と

天
水
桶
が
並
び
丁
寧
な
構
え

天
水
桶
が
並
び
丁
寧
な
構
え

で
す
。
大
根
師
が
指
示
し
た

で
す
。
大
根
師
が
指
示
し
た

パ
ワ
ー
の
出
て
い
る
所
は
社

パ
ワ
ー
の
出
て
い
る
所
は
社

殿
の
前
、
や
や
左
に
寄
っ
た

殿
の
前
、
や
や
左
に
寄
っ
た

所
で
し
た
。
最
初
の
社

所
で
し
た
。
最
初
の
社

殿
は
こ
の
位
置
に
あ
っ

殿
は
こ
の
位
置
に
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ん
。

　

＊
陰
陽
道
の
君
主

＊
陰
陽
道
の
君
主

「
安
倍
晴
明
」

「
安
倍
晴
明
」　

境
内

　

境
内

の
北
側
に
あ
る
台
地
に

の
北
側
に
あ
る
台
地
に

も
鳥
居
や
修
験
道
の
石
碑
が

も
鳥
居
や
修
験
道
の
石
碑
が

立
っ
て
い
ま
す
。
大
根
師
の

立
っ
て
い
ま
す
。
大
根
師
の

言
で
は
、
ア
ー
ス
パ
ワ
ー
は

言
で
は
、
ア
ー
ス
パ
ワ
ー
は

石
碑
の
下
に
あ
る
石
か
ら
も

石
碑
の
下
に
あ
る
石
か
ら
も

出
て
い
る
そ
う
で
す
。
鳥
居

出
て
い
る
そ
う
で
す
。
鳥
居

の
下
に
は
、
晴
明
石
が
横
た

の
下
に
は
、
晴
明
石
が
横
た

わ
っ
て
い
ま
す
。
し
め
縄
を

わ
っ
て
い
ま
す
。
し
め
縄
を

張
り
、「
安
倍
晴
明
神
君
」

張
り
、「
安
倍
晴
明
神
君
」

の
札
が
立
っ
て
い
ま
す
。
晴

の
札
が
立
っ
て
い
ま
す
。
晴

明
石
に
つ
い
て
は
前
回
紹
介

明
石
に
つ
い
て
は
前
回
紹
介

し
ま
し
た
。
以
前
は
十
王
堂

し
ま
し
た
。
以
前
は
十
王
堂

橋
近
く
の
道
路
に
あ
っ
て
、

橋
近
く
の
道
路
に
あ
っ
て
、

鎌
倉
の
内
外
を
分
け
る
目

鎌
倉
の
内
外
を
分
け
る
目

印
、
ま
た
魔
物
の
侵
入
を
防

印
、
ま
た
魔
物
の
侵
入
を
防

ぐ
呪
い
の
石
と
さ
れ
て
き
ま

ぐ
呪
い
の
石
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、

し
た
が
、
6060
年
ほ
ど
前
、
交

年
ほ
ど
前
、
交

通
の
妨
げ
に
な
る
と
し
て
移

通
の
妨
げ
に
な
る
と
し
て
移

さ
れ
た
の
で
し
た
。

さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

安
倍
晴
明
は
平
安
時
代

　

安
倍
晴
明
は
平
安
時
代

の
陰
陽
師
で
、「
今
昔
物
語

の
陰
陽
師
で
、「
今
昔
物
語

集
」
に
前
世
と
未
来
を
見
抜

集
」
に
前
世
と
未
来
を
見
抜

く
力
を
持
ち
、
式
神
と
い
う

く
力
を
持
ち
、
式
神
と
い
う

鬼
を
使
っ
て
ラ
イ
バ
ル
と
の

鬼
を
使
っ
て
ラ
イ
バ
ル
と
の

祈
り
合
戦
に
勝
っ
た
話
が
載

祈
り
合
戦
に
勝
っ
た
話
が
載

っ
て
い
ま
す
。
藤
原
道
長
の

っ
て
い
ま
す
。
藤
原
道
長
の

危
機
を
救
っ
た
人
物
と
し
て

危
機
を
救
っ
た
人
物
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

＊
晴
明
に
守
ら
れ
る
町

＊
晴
明
に
守
ら
れ
る
町　

北
鎌
倉
昔
は
上
中
下
３
つ
の

北
鎌
倉
昔
は
上
中
下
３
つ
の

町
に
分
か
れ
て
い
た
そ
う
で

町
に
分
か
れ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
晴

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
晴

明
の
名
を
記
し
た
も
の
が
見

明
の
名
を
記
し
た
も
の
が
見

ら
れ
ま
す
。
下
町
に
は
晴
明

ら
れ
ま
す
。
下
町
に
は
晴
明

石
、
中
町
に
は
浄
智
寺
先
の

石
、
中
町
に
は
浄
智
寺
先
の

踏
切
そ
ば
の
碑
、
上
町
に
は

踏
切
そ
ば
の
碑
、
上
町
に
は

建
長
寺
の
手
前
に
あ
る
第
六

建
長
寺
の
手
前
に
あ
る
第
六

天
社
の
碑
で
す
。
安
倍
晴
明

天
社
の
碑
で
す
。
安
倍
晴
明

に
守
ら
れ
た
北
鎌
倉
、
な
ん

に
守
ら
れ
た
北
鎌
倉
、
な
ん

と
も
羨
ま
し
い
町
で
す
。

と
も
羨
ま
し
い
町
で
す
。

　

原
子
力
災
害
が
起
き
た
際

　

原
子
力
災
害
が
起
き
た
際

甲
状
腺
被
ば
く
を
防
ぐ
安
定

甲
状
腺
被
ば
く
を
防
ぐ
安
定

ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
会
に
希
望

ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
会
に
希
望

者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
約
３

者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
約
３

３
０
家
族
の
申
し
込
み
が
あ

３
０
家
族
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
２
月

り
、
２
月
2525
日
鎌
倉
市
福
祉

日
鎌
倉
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
自
主
配
布
が
行

セ
ン
タ
ー
で
自
主
配
布
が
行

わ
れ
た

わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。
約
４
百
人

。
約
４
百
人

が
来
場
し
、
子
ど
も
連
れ
の

が
来
場
し
、
子
ど
も
連
れ
の

若
い
世
代
が
目
立
ち
、
約
１

若
い
世
代
が
目
立
ち
、
約
１

３
０
０
人
・
一
人
５
回
分
の

３
０
０
人
・
一
人
５
回
分
の

１
万
１
千
丸
を
配
布
し
た
。

１
万
１
千
丸
を
配
布
し
た
。

　

鎌
倉
の
市
民
団
体
「
ぐ
る

　

鎌
倉
の
市
民
団
体
「
ぐ
る

ぅ
ぷ
未
来
」
が
、
フ
ォ
ト
ジ

ぅ
ぷ
未
来
」
が
、
フ
ォ
ト
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
広
河
隆
一

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
広
河
隆
一

さ
ん
を
代
表
に
ヨ
ウ
素
剤
の

さ
ん
を
代
表
に
ヨ
ウ
素
剤
の

配
布
活
動
に
取
り
組
む
「
Ｄ

配
布
活
動
に
取
り
組
む
「
Ｄ

Ａ
Ｙ
Ｓ
救
援
ア
ク
シ
ョ
ン
」

Ａ
Ｙ
Ｓ
救
援
ア
ク
シ
ョ
ン
」

や
医
師
・
看
護
師
ら
か
ら
協

や
医
師
・
看
護
師
ら
か
ら
協

力
を
得
た
。
広
河
さ
ん
は
、

力
を
得
た
。
広
河
さ
ん
は
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
福
島
な

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
福
島
な

ど
の
原
発
の
救
済
活
動
を
し

ど
の
原
発
の
救
済
活
動
を
し

て
い
る
。
広
河
さ
ん
の
制
作

て
い
る
。
広
河
さ
ん
の
制
作

映
画
を
昨
年
４
月
、
ぐ
る

映
画
を
昨
年
４
月
、
ぐ
る
ぅ

ぷ
未
来
が
上
映
し
た
の
を
き

ぷ
未
来
が
上
映
し
た
の
を
き

っ
か
け
に
今
回
の
配
布
に
い

っ
か
け
に
今
回
の
配
布
に
い

た
っ
た
。

た
っ
た
。

　

配
布
前
に
、
安
定
ヨ
ウ
素

　

配
布
前
に
、
安
定
ヨ
ウ
素

剤
を
飲
む
の
は
、
放
射
能
ヨ

剤
を
飲
む
の
は
、
放
射
能
ヨ

ウ
素
が
甲
状
腺
に
入
っ
て
く

ウ
素
が
甲
状
腺
に
入
っ
て
く

る
の
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
こ

る
の
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
こ

と
、
飲
む
時
期
は
被
爆
す
る

と
、
飲
む
時
期
は
被
爆
す
る

2424
時
間
前
が
よ
い
こ
と
、
飲

時
間
前
が
よ
い
こ
と
、
飲

む
量
、
副
作
用
な
ど
の
説
明

む
量
、
副
作
用
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
。

が
あ
っ
た
。

　

広
河
さ
ん
は
「
自
分
た
ち

　

広
河
さ
ん
は
「
自
分
た
ち

の
体
は
自
分
た
ち
で
守
る
し

の
体
は
自
分
た
ち
で
守
る
し

か
な
い
」
と
強
調
し
、
活
動

か
な
い
」
と
強
調
し
、
活
動

の
広
が
り
を
訴
え
た
。
市
民

の
広
が
り
を
訴
え
た
。
市
民

に
よ
る
配
布
会
は
昨
年
千
葉

に
よ
る
配
布
会
は
昨
年
千
葉

県
で
あ
っ
た
が
、
今
回
ほ
ど

県
で
あ
っ
た
が
、
今
回
ほ
ど

大
規
模
に
行
わ
れ
る
の
は
初

大
規
模
に
行
わ
れ
る
の
は
初

め
て
と
い
う
。
来
場
者
た
ち

め
て
と
い
う
。
来
場
者
た
ち

は
医
師
の
問
診
を
受
け
て
薬

は
医
師
の
問
診
を
受
け
て
薬

を
受
け
取
っ
た
。

を
受
け
取
っ
た
。

　

ぐ
る
ぅ
ぷ
未
来
は
、
市
民

　

ぐ
る
ぅ
ぷ
未
来
は
、
市
民

全
員
が
被
爆
前
に
飲
め
る
よ

全
員
が
被
爆
前
に
飲
め
る
よ

う
市
備
蓄
の
ヨ
ウ
素
剤
の
事

う
市
備
蓄
の
ヨ
ウ
素
剤
の
事

前
配
布
を
鎌
倉
市
に
求
め
る

前
配
布
を
鎌
倉
市
に
求
め
る

署
名
を
集
め
て
い
る
。

署
名
を
集
め
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
追
悼
・
復

　

東
日
本
大
震
災
追
悼
・
復

興
祈
願
祭
が
３
月

興
祈
願
祭
が
３
月
1111
日
、
鎌

日
、
鎌

倉
大
仏
殿
高
徳
院
（
鎌
倉
市

倉
大
仏
殿
高
徳
院
（
鎌
倉
市

長
谷
・
佐
藤
孝
雄
住
職
）
で

長
谷
・
佐
藤
孝
雄
住
職
）
で

行
わ
れ
、
鎌
倉
の
神
道
、
仏

行
わ
れ
、
鎌
倉
の
神
道
、
仏

教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
者

教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
者

ら
約
１
２
０
人
が
、
大
仏
の

ら
約
１
２
０
人
が
、
大
仏
の

前
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
人
々

前
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
人
々

の
前
で
祈
り
を
捧
げ
た

の
前
で
祈
り
を
捧
げ
た
＝
写
＝
写

真
。
震
災
発
生
の
午
後
２
時

。
震
災
発
生
の
午
後
２
時

4646
分
、
全
員
で
黙
祷
を
行
っ

分
、
全
員
で
黙
祷
を
行
っ

た
あ
と
、
神
道
の
大
祓
詞
斉

た
あ
と
、
神
道
の
大
祓
詞
斉

唱
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
朗

唱
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
朗

読
や
讃
美
歌
の
斉
唱
、
仏
教

読
や
讃
美
歌
の
斉
唱
、
仏
教

の
読
経
が
行
わ
れ
た
。

の
読
経
が
行
わ
れ
た
。

　

合
同
祈
願
祭
は
三
宗
教
関

　

合
同
祈
願
祭
は
三
宗
教
関

係
者
で
構
成
す
る
「
鎌
倉

係
者
で
構
成
す
る
「
鎌
倉

宗
教
者
会
議
」
の
主
催

宗
教
者
会
議
」
の
主
催

で
、
震
災
の
年
か
ら
始
め

で
、
震
災
の
年
か
ら
始
め

ら
れ
今
年
８
回
目
。
佐
藤

ら
れ
今
年
８
回
目
。
佐
藤

住
職
は
「
鎌
倉
の
心
は
被

住
職
は
「
鎌
倉
の
心
は
被

災
地
に
あ
る
と
い
う
メ
ッ

災
地
に
あ
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
け
ば
い
い
と

セ
ー
ジ
が
届
け
ば
い
い
と

思
う
」
と
話
し
た
。

思
う
」
と
話
し
た
。

　

「
世
界
平
和
」「
被
災
地

　

「
世
界
平
和
」「
被
災
地

再
生
・
共
生
」
な
ど
の
文
字

再
生
・
共
生
」
な
ど
の
文
字

が
書
か
れ
て
奉
納
さ
れ
た
万

が
書
か
れ
て
奉
納
さ
れ
た
万

灯
に
ろ
う
そ
く
が
灯
さ
れ
、

灯
に
ろ
う
そ
く
が
灯
さ
れ
、

暗
が
り
の
中
に
浮
か
び
上
が

暗
が
り
の
中
に
浮
か
び
上
が

る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

東
日
本
大
震
災
の
追
悼
と

　

東
日
本
大
震
災
の
追
悼
と

被
災
地
の
復
興
を
願
い
万
灯

被
災
地
の
復
興
を
願
い
万
灯

会
が
鎌
倉
市
扇
ガ
谷
の
浄
光

会
が
鎌
倉
市
扇
ガ
谷
の
浄
光

明
寺
で
行
わ
れ
、
約
１
千
基

明
寺
で
行
わ
れ
、
約
１
千
基

の
万
灯
が
捧
げ
ら
れ
た
。

の
万
灯
が
捧
げ
ら
れ
た
。

「
鎌
倉
十
三
仏
詣
実
行
委
員

「
鎌
倉
十
三
仏
詣
実
行
委
員

会
」
の
主
催
で
、
震
災
の
翌

会
」
の
主
催
で
、
震
災
の
翌

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

　

万
灯
が
並
べ
ら
れ
た
お
堂

　

万
灯
が
並
べ
ら
れ
た
お
堂

で
臨
済
宗
、
浄
土
宗
、
日
蓮

で
臨
済
宗
、
浄
土
宗
、
日
蓮

宗
、
真
言
宗
の
読
経
が
行
わ

宗
、
真
言
宗
の
読
経
が
行
わ

れ
、
最
後
は
約

れ
、
最
後
は
約
3030
人
の
僧
侶

人
の
僧
侶

が
合
同
で
読
経
し
、
焼
香
の

が
合
同
で
読
経
し
、
焼
香
の

人
々
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く

人
々
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く

列
を
つ
く
っ
た
。

列
を
つ
く
っ
た
。

　

京
浜
急
行
バ
ス
（
本
社
東

　

京
浜
急
行
バ
ス
（
本
社
東

京
都
港
区
）
と
葉
山
町
が
３

京
都
港
区
）
と
葉
山
町
が
３

月
９
日
運
行
中
に
津
波

月
９
日
運
行
中
に
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ

警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ

と
を
想
定
し
た
避
難
訓

と
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
行
っ
た

練
を
行
っ
た
＝
写
真
。

＝
写
真
。

　

訓
練
に
は
京
急
バ
ス

　

訓
練
に
は
京
急
バ
ス

の
各
営
業
所
と
葉
山
町

の
各
営
業
所
と
葉
山
町

か
ら
約

か
ら
約
4040
人
が
乗
客
役

人
が
乗
客
役

と
し
て
乗
車
。
Ｊ
Ｒ
逗

と
し
て
乗
車
。
Ｊ
Ｒ
逗

子
駅
か
ら
葉
山
へ
向
か

子
駅
か
ら
葉
山
へ
向
か

う
路
線
バ
ス
が
県
道
２
０
７

う
路
線
バ
ス
が
県
道
２
０
７

号
線
を
走
行
中
、
津
波
警
報

号
線
を
走
行
中
、
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
、
無
線
で
乗
客

が
発
令
さ
れ
、
無
線
で
乗
客

を
避
難
さ
せ
る
よ
う
指
示
が

を
避
難
さ
せ
る
よ
う
指
示
が

出
さ
れ
る
と
、
運
転
手
は
清

出
さ
れ
る
と
、
運
転
手
は
清

浄
寺
の
バ
ス
停
で
停
車
し
高

浄
寺
の
バ
ス
停
で
停
車
し
高

台
に
あ
る
避
難
場
所
の
諏
訪

台
に
あ
る
避
難
場
所
の
諏
訪

神
社
に
乗
客
を
誘
導
し
た
。

神
社
に
乗
客
を
誘
導
し
た
。

車
い
す
の
乗
客
に
は

車
い
す
の
乗
客
に
は

乗
り
合
わ
せ
た
人
に

乗
り
合
わ
せ
た
人
に

協
力
を
求
め
担
ぎ
あ

協
力
を
求
め
担
ぎ
あ

げ
た
。

げ
た
。

　

バ
ス
の
運
転
手
蒲

　

バ
ス
の
運
転
手
蒲

谷
茂
さ
ん
（

谷
茂
さ
ん
（
6161
）
は
）
は

「
な
か
な
か
思
う
よ

「
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
は
で
き
な
か
っ

う
に
は
で
き
な
か
っ

た
。
案
内
が
も
っ
と

た
。
案
内
が
も
っ
と

丁
寧
に
で
き
れ
ば
よ
か
っ

丁
寧
に
で
き
れ
ば
よ
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

鎌
倉
大
船
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

　

鎌
倉
大
船
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
日
向
達
藏
会
長
）
が

ラ
ブ
（
日
向
達
藏
会
長
）
が

東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓
を

東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓
を

後
世
に
伝
え
る
取
り
組
み

後
世
に
伝
え
る
取
り
組
み

の
一
環
で
３
月

の
一
環
で
３
月
1010
日
、「
第

日
、「
第

２
回
東
日
本
復
興
支
援
講
演

２
回
東
日
本
復
興
支
援
講
演

会
」
を
鎌
倉
女
子
大
学
で
開

会
」
を
鎌
倉
女
子
大
学
で
開

い
た
い
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

講
師
は
ス
マ
ー
ト
サ
バ
イ

　

講
師
は
ス
マ
ー
ト
サ
バ
イ

バ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
佐
藤

バ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
佐
藤

敏
郎
さ
ん
で
、
東
日
本
大
震

敏
郎
さ
ん
で
、
東
日
本
大
震

災
当
時
宮
城
県
女
川
第
一
中

災
当
時
宮
城
県
女
川
第
一
中

学
校
に
勤
務
し
て
い
た
。

学
校
に
勤
務
し
て
い
た
。
佐

藤
さ
ん
は

藤
さ
ん
は
震
災
後
、
生
徒
た

震
災
後
、
生
徒
た

ち
が
俳
句
づ
く
り
の
授
業
で

ち
が
俳
句
づ
く
り
の
授
業
で

つ
く
っ
た
作
品
や
、
震
災
の

つ
く
っ
た
作
品
や
、
震
災
の

話
を
す
る
こ
と
で
生
き
て
い

話
を
す
る
こ
と
で
生
き
て
い

る
の
が
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ

る
の
が
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
東
松
島
の

る
よ
う
に
な
っ
た
東
松
島
の

1616
歳
の
語
り
部
を
紹
介
し
、

歳
の
語
り
部
を
紹
介
し
、

「
防
災
と
は
、
あ
の
日
を
語

「
防
災
と
は
、
あ
の
日
を
語

る
こ
と
で
、
そ
れ
が
失
わ
れ

る
こ
と
で
、
そ
れ
が
失
わ
れ

た
命
を
未
来
に
つ
な
げ
る
こ

た
命
を
未
来
に
つ
な
げ
る
こ

と
に
な
る
」
と
話
し
た
。

と
に
な
る
」
と
話
し
た
。

　

児
童

　

児
童
7474
人
が
犠
牲
に
な
っ

人
が
犠
牲
に
な
っ

た
大
川
小
学
校
で
小
学
６
年

た
大
川
小
学
校
で
小
学
６
年

生
だ
っ
た
次
女
を
亡
く
し
た

生
だ
っ
た
次
女
を
亡
く
し
た

こ
と
に
は
「
校
庭
に
敷
か
れ

こ
と
に
は
「
校
庭
に
敷
か
れ

た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
子
ど
も

た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
子
ど
も

た
ち
の
遺
体
が
並
べ
ら
れ
て

た
ち
の
遺
体
が
並
べ
ら
れ
て

い
た
。
あ
ん
な
こ
と
は
二
度

い
た
。
あ
ん
な
こ
と
は
二
度

と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

訴
え
た
。
そ
し
て
、「
想
定

訴
え
た
。
そ
し
て
、「
想
定

外
の
事
が
起
こ
っ
た
時
、
行

外
の
事
が
起
こ
っ
た
時
、
行

動
を
起
こ
す
に
は
訓
練
を
重

動
を
起
こ
す
に
は
訓
練
を
重

ね
、
習
慣
に
す
る
し
か
な

ね
、
習
慣
に
す
る
し
か
な

い
。
あ
の
日
あ
の
場
所
に
い

い
。
あ
の
日
あ
の
場
所
に
い

た
ら
ど
う
し
て
い
た
か
自
分

た
ら
ど
う
し
て
い
た
か
自
分

の
事
と
し
て
考
え
て
ほ
し

の
事
と
し
て
考
え
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

山
ノ
内
の
八
雲
神
社

山
ノ
内
の
八
雲
神
社

北
鎌
倉
の
町
風
景

北
鎌
倉
の
町
風
景

安
倍
晴
明
石

安
倍
晴
明
石

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦 1212

山
ノ
内
・
八
雲
神
社

山
ノ
内
・
八
雲
神
社

宗
教
超
え
て
鎮
魂
の
祈
り

宗
教
超
え
て
鎮
魂
の
祈
り

祈
り
こ
め
た
１
千
基

祈
り
こ
め
た
１
千
基

浄
光
明
寺
で
万
灯
会

浄
光
明
寺
で
万
灯
会

大
仏
殿
で
追
悼
・
復
興
祈
願
祭

大
仏
殿
で
追
悼
・
復
興
祈
願
祭

鎌
倉
の
市
民
団
体
が
実
施

鎌
倉
の
市
民
団
体
が
実
施

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年

元
女
川
中
学
教
諭
が
講
演

元
女
川
中
学
教
諭
が
講
演

鎌
倉
大
船
Ｒ
Ｃ

鎌
倉
大
船
Ｒ
Ｃ 津波の避難訓練津波の避難訓練

京急バスと葉山町京急バスと葉山町

ヨ
ウ
素
剤
配
布
に

ヨ
ウ
素
剤
配
布
に
400400
人人

２０１８年（平成３０年）４月１日 第469号 1部　108円 （２）


